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地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
福
祉
活
動
を
推
進
し
、
も
っ
て
保
健
福
祉
に

係
る
諜
題
に
つ
い
て
、
地
域
社
会
が
計
菌
的
・
協
働
的
に
支
援
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
て
社
会
福
祉
協
議
会
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
部
年
度
の
率
業
計
画
及
び
予
算
は
、
去
る

3
月
初

日
開
催
の
評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

自
治
会
・
町
内
会
は
も
と
よ
り
、
町
や
関
係
機
関
、
民
生
委
員
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
隣
人
同
士
が
支
え
合
い
、
お
互
い

を
支
援
す
る
、
地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
活
動
の
充
実
を
め
ざ
し
、
率
業
の
推
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

お吋
Awvv
没
収
益
泌
総
務
滋
刈

1r
ゴ
ぷ
守
護
減
収
漁
獲
得
れ
減
税
調
誕

地
域
趨
離
と
在
宅
舗
融

J

認
も
が
住
み
惚
れ
た
地
域
や
家
庭

で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い

助
け
合
い
、
支
え
ム
日
ノ
、
地
域
裕
社

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
に
努
め
ま
す
。

⑧
小
地
域
福
祉
交
流
活
動
の
推
進

⑧
青
少
年
の
地
域
福
祉
活
動
へ
の
参

加
、
交
流
活
動
の
推
進

⑧
軽
度
生
活
支
援
・
除
雪
支
援

ぷ
船
酔
ぷ
叫
剛
一
刑
制
執
鰐
援
岡
町
酌

る
た
め
の
在
宅
福
祉
ザ
i
ピ

{
町
か
ら
の
委
託
事
業
】

⑧
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

概
ね
邸
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

方
や
高
齢
者
夫
婦
世
布
及
、
び
障
が
い

で
、
日
常
炊
事
に
悶
刻
な
カ
に
、
弁

当
を
配
食
し
て
食
生
活
の
支
媛
を
し

ま
す
。

③
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
カ
々
に

対
し
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機
会

を
設
け
ま
す
。

年
四
回
(
六
・
八
・
十
・
二
月
)

一同

j
J
縫
滋
禁
続
投
刈
当
事
三
夜
、
忽
ゴ
ミ
h
w
v
J
汀
刈
刻
筏
ω
i
d

々
閥
、
h
2
3
1

〓
小
地
域
鑓
雄
一
ネ
ッ
ト
一
ワ
[
一

弘
知
M
h
時
期
混
灘
油
国
崎
町
究

E

生
活
環
境
な
ど
の
変
化
に
よ
り
要

援
護
者
の
稿
祉
ニ
!
ズ
も
多
様
化
す

る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
適
切
な
支

援
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
住

民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

⑧
福
祉
委
員
活
動
の
活
性
化

②
高
齢
者
生
き
生
き
交
流
会
の
開
催

開
催
地
区
滝
瀬
地
区

⑧
姫
川
・
旭
岱
・
千
岱
野
・
富
岡
地

区
「
地
域
福
祉
推
進
懇
談
会
」

開
催
時
期
{
開
催
地
区
と
協
議

の
上
決
定
}

⑧
地
域
福
祉
推
進
懇
談
会
の
開
催

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
、
一

人
ひ
と
り
の
生
活
恭
盤
と
な
っ
て
い

る
自
治
会
・
町
内
会
が
抱
え
る
課
題

な
ど
に
つ
い
て
、
訓
叫
仰
併
を
深
め
る
た

め
、
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
十
月
二
十
二
日
附

場
所
生
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー

⑧
「
函
治
会
・
町

内
会
単
位
で
の

見
守
り
運
動
」

の
推
進
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高
齢
者
、
隊
が
い
者
な
ど
と
地
域

ぐ
る
み
の
交
流
を
深
め
、
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

@
訪
問
活
動
の
推
進

@
相
談
活
動
の
推
進

@
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
開
催

お
と
べ
涜
泉
&
産
業
ま
つ
り
に
あ

わ
せ
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
刊
山

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
障
が
い
者

を
対
象
に
し
て
お
り
、
開
催
は
八
月

一
二
日
第
一
日
曜
日
を
予
定
し
て
い
ま

す。

浅川
d選
対
外
3
5
4
%ぷ
d
J
F
3
4
J
%
で
川
併
設
m
t
d
d
d認可
d
y

一
辺
警
丸
オ
ヨ
二
~

…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
曹
戒
と

…
組
織
滴
猪
遡
湖
一
躍
遺
伝
子
L3LFILL

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
必
要
性
、

章
一
姿
性
を
認
識
し
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
誰
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
で
き
る
態
勢
の
援
備
に
努

め
ま
す
。

⑧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
と
活

動
の
充
実

⑧
小
中
学
校
を
社
協
の
協
力
校
と
し

て
指
定
し
、
児
童
生
徒
の
福
祉
教

育
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

と
育
成

組
織
運
盟
の
充
実

ふれあい広場]

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参
加
を
促

進
す
る
こ
と
が
議
姿
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
社
協
の
組
織
活
動
を
充
笑

さ
せ
る
必
姿
が
あ
り
ま
す
。

@
各
専
門
部
会
、
福
祉
委
員
会
の
活

動
の
推
進

@
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化

@
役
職
員
の
職
務
に
必
要
な
研
修
へ

の
参
加

@
情
報
紙
の
発
行

・
社
協
だ
よ
り

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り

[ト125.8.4

@
愛
情
銀
行
の
運
営

@
心
配
ご
と
相
談
事
業
の
実
施

@
生
活
援
護
資
金
の
有
効
活
用

⑧
共
同
募
金
委
員
会
の
事
業
推
進
の

た
め
、
積
極
的
な
協
力
支
援

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

{
十
月
一
日ー

十
一
一
月
一
二
十
一
日
}

.
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

{
十
一
一
月
一
日

ー
十
二
月
三
十
一
日
}

.
歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ザ
ー

{
十
二
月
七
日
}

…
品
川
議
構
銀
符
一
訟
…

H
E愛
情
銀
行
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
日

皆
様
の
ご
厚
志
に
心
か
ら
感
認
を
日

申
し
上
げ
ま
す
。

日
こ
の
善
意
を
社
協
事
業
の
運
営
@

に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
日

す

。

日

目
{
物
品
寄
付
】

・
ぃ
陶
工
会
女
性
部
様

日

パ

ス

タ

オ

ル

・

ボ

ッ

ク

ス

日

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ロ
ケ

l
ス
民
寸
日

・
出
血
名
に
て
多
く
の
方
々
よ
り
日

リ

ン

グ

プ

ル

日

…
令
一
議
議
金
募
金
活
動

J

£
…

円
盤
去
る
三
月
三
十
一
日
未
明
に
発
生
し
日

日
ま
し
た
山
本
諭
さ
ん
宅
の
火
災
に
日

@
際
し
、
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
0

・

千
四
百
九
十
七
件
・
百
五
十
八
日

…
万
三
千
三
百
円
の
義
援
金
が
集
ま
日

り
、
四
月
三
十
呂
に
社
会
福
祉
協
日

議
会
、
自
治
会
町
内
会
連
合
会
、
日

館
浦
自
治
会
の
代
表
者
よ
り
、
山
口

本
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
日

山
本
さ
ん
か
ら
も
、
本
来
で
あ
@

れ
ば
個
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
な
日

円
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
@

@
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
お
礼
@

と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
こ
と
を
お
日

許
し
願
い
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
…

皆
さ
ま
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
日

日
き
ま
し
た
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
を
日

申
し
上
げ
ま
す
。
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一鍛会計資金収支
予算のあらまし

平成26年度の一般会計資金収支予算については、去る3月初日開催の評議員会で

承認されました。予算の概要をお知らせします。

。経常活動による収支 【単位円】

目 | 予算額| 説 腕 車ヰ 目

一般会員 495，900円

3Z3 3h y~ 1 535，000 I判別会員
300円×し 6531=1 人

イ4 tJ，' 

40，000伺
2， 0001'1 x 20口1'fi j事 1~ 

~~f {，j 50∞ol 般寄付金

IIIJ 補助金| 7，241，ODollJ711九:ー:12EliHEAtI 

当民 t~ 3，300，000 
419，000円

受託，ji: ;!Iî Y~

2，881，000円

戸~ ~f-ê 金| 3，103，0001;査委託金
3，013，000円l貸付']1: ;!Ii 

90，000円

貸付 ~jj: :;位 400， 000 1 '1， /，ri俊足E資金償還金
共InJ募金助成金

共同募金助成金 773，000 I赤し、羽恨共存;1募金助成金

利息配当金 2，日001 fJ'i貯金受取利息

助成金

負担会 215，00剣道位協lill営:(11tl!金外

維収入I 20，日00

収入合。II①112，124，000 支 出 合 訓 ②114，147，000

経常活動資金収支差額 ③=①②  ム2，023，000河

。財務活動による収支

科自 予算綴 E見 明 科図 予算額

m立国金J&iui収入 1 2 ， 100，日 OOI ，jl:{方・事業t~に充当するため 1 !l弘前金総立金支IlII 2，000 

その他の11)(入 2，0001 Hl立預金利，li!、

収入合計0J1 2， 102， 0∞ 
財務活動資余収支差額 ⑥=④ー⑤

予 (務 蓄を ⑦z③+⑥ 

当期E罰金収支差額合計 ③z③+⑥ー⑦

前期末支払宝罰金残溺 ⑨ 

当期末支払宝罰金残高 ⑩=③+⑨ 

支出合;iI⑤ 2.000 

2，100，000伺

77，000F'l 

0阿

1 3，756，000門

13，756，000円

【単位円]

説 明

4 



一般会計資金収受
決算のあらまし

平成25年度の一般会計資金収支決算については、去る5月22日開催の評議員会で

承認されました 。 決 算 の 概 要 を お 知らせします。

。経常活動によ る 収 支 {単位円]

人 1'1 1~ 6. 123.000 6， 116，812 ム 6，188
A 2ご、 f~ 1 551，0∞| 530，7001 ム 20，3∞|

司ト J主 j~ 2.340.000 1，455，595 ム 884，405

j住 2，042，000 1.548.211 ム 493.789 

イ、f ヰト 3長 500，000 370，000 ム 130，000

J~ Ifi) ~ft -&助成金 738，000 738，124 124 
，.， -'J" ぶ z 、JVV，VVV  ι ，v世 vvv ιAιvV，V V V  

共1ft]b}令助成金 738，000 738，124 124 国j I主 -0. 275，000 275，000 。
手11 日、配当金 4，000 3， 287 ム 713負 -0 215，000 197，000 ム 18，000

1~í l収 人 37，000 36， 600 ム 400

収入合計① 12，860，000 12，612，848 ム 247，152 支出合計② 12，233，000 10，700，742 ム 1，532，258

経常活動資金収支差額③z①ー② 627，000 1，912，106 1，285，106 

。施 設 整 備 等 による収支 【単位円]

01支出合計⑤

420，000 

420，000 409，5001 ム 10，500

施設整備等資金収支差額 ⑥=④ー⑤

O財務活動による収支
o
i
 

m
一
円

n
u
m
 

-aa

一4
比

凶

{

一
単-I
 

n
U
四o

m
 

ro
山!

 

n
u

自

a
a
m
 

ム
一

nυ
山o

m
 

n
u

山

《

Uη〆
刈

ι斗寸ム

fi'l }L Hi {!Z 1鼠iii'illx入 。 。 。1111立問金品川支円 5，002， 6071 ム 393

その他の収入 3，0口D 2，607 ム 393

収入合計⑦ 3，000 2，607 ム 393支出合計③ 5，003，000 5，002，607 ム 393

財務活動資金収支差額 ⑨口⑦ー⑧ ム 5，000，000ム 5，000，000 。
予 備 E霊⑩ 81，000 。ム 81，000

当期資金収支義額合計 ⑪=③十⑥十⑨ー⑩ ム 4，874，日00ム 3，497，394 1，376，606 

前期末支払資金残高⑬ 14，576，000 14，575，244 ム 756

当期末支払焚金残高⑬=⑪+⑫ 9，702，000 11，077，850 1，375，850 
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平成 26年6月発行 乙部町ボランティアセンター(乙部町社会福祉協議会内)

043-0102 乙部町元町317 生きがい交流センター内 TEL/Fω< 62-3544 

j議雪銭安室空貨段議録曲笠立皿
ボランティアに興味のある方!

ボランティア登録をして、活動に参加レてみませんか? 登録後の活動参加はもちろん

[自由]です。自分のペースで無理をせず、できるときだけ参加してボランティアを楽レ:

みましょう。

登録を希望される方はセンターに登録用紙がありますので、事務所までお越し下さい。

個人登録以外にも、固体でのボランティア君主録を受け的けています。

当センターでは、調捜の困難な高齢者に苅レ、配食サービス事業を行っており、弁当を届ける

配達員と運転手の万を募集しています。

.内容

(1 ) 活動期間通年月曜日から金曜日の司能な日(週 1回程度〉

(2) 活動時間午前 10時45分から正午頃まで

(3) 活動内容弁当の配達と安否確認

※ ボランティアに携わる方は、ボランティア保険に加入します。

:富錦亭iこいのちを与え F福祉の旅jを
あなたの家庭や勤め先で古切手が捨てられていませんか。当センターでは、古切手を

:集めています。

省切手集めのポイント : 

① どんな切手でも OK ② 周りは、 1センチくらい残す

日本切手(普通切手と記怠切手〉や 出切手ギリギ1)で切らす、周りを残す

外国切手。 ように切って下さい。

③ 1司に役立つか笛発資金に

知力ハンディキャッブの問題の社会啓発資金やアジアの医療協力になります。 : 

。下記の物も集めています。

リングブル ペットボトルのキャップ 書き損じのはがき
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